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平
成
十
年
に
長
崎
の
旧
家
泉
屋
家
で
見
つ
か
っ
た
文
書
が
シ
ー

ボ
ル
ト
記
念
館
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
文
書
中
の
外
科
資
料
断
簡
の

調
査
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
の
調
査
結
果
の
一
部
は
既
に
一
○
二
回

の
本
学
会
で
報
告
し
た
。
こ
の
外
科
資
料
断
簡
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞

本
木
庄
左
衛
門
（
正
栄
）
（
一
七
六
七
’
一
八
二
三
に
よ
っ
て
原

書
か
ら
書
き
写
さ
れ
た
蘭
文
と
そ
の
和
訳
文
か
ら
な
る
草
稿
で
あ

う
（
》
○

医
学
に
関
す
る
断
簡
、
蘭
十
一
、
和
十
一
、
蘭
一
、
和
十
四
と

和
二
十
八
を
正
栄
の
筆
と
さ
れ
る
諸
厄
利
亜
国
語
和
解
、
諸
厄
利

亜
語
林
大
成
や
佛
郎
察
鮮
範
の
草
稿
と
比
較
し
た
。
蘭
文
の
文
字

の
特
徴
や
和
文
の
カ
タ
カ
ナ
の
書
き
方
等
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の

ど
れ
も
が
本
木
正
栄
の
筆
跡
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
断
簡
を
分
析

し
た
結
果
、
原
典
と
な
っ
た
四
冊
の
藺
医
害
を
同
定
で
き
た
の
で

13

泉
屋
家
文
書
の
外
科
資
料
藺
文
断
簡
か
ら

わ
か
っ
た
本
木
正
栄
の
医
書

相
川
忠
臣

２

ハ
ル
メ
ン

ボ
イ
ケ
ル
ス

報
告
す
る
。

蘭
十
一
に
含
ま
れ
る
閉
文
断
簡
を
継
ぎ
並
べ
て
厨
昌
ｇ
の

西
①
尉
尉
Ｈ
著
国
の
①
房
○
目
思
侭
①
Ｃ
ａ
①
司
昌
冒
侭
の
ヨ
ョ
里
四
目
日
①
【
‐

冨
掲
ｇ
・
蘭
訳
国
自
身
房
ご
言
○
○
目
ゞ
ロ
①
の
巨
汗
号
烏
シ
ョ
曾
閏
，

号
ヨ
ョ
駅
の
第
一
章
と
照
合
す
る
と
良
い
一
致
を
み
た
。
和
二

十
八
と
蘭
十
一
１
８
の
和
文
は
そ
の
訳
で
あ
っ
た
。

和
十
一
の
蘭
文
断
簡
一
枚
は
シ
ョ
胃
○
の
旨
い
顧
吊
著
口
①
の
富
岡
‐

巨
侭
肘
①
邑
号
８
①
国
ぐ
ぃ
己
巴
一
の
藺
訳
○
自
己
扁
国
四
昌
崩
を
書
き

写
し
た
も
の
で
、
背
中
の
接
合
し
た
双
子
の
絵
と
そ
の
前
後
の
文

章
で
あ
る
。
絵
部
分
は
原
書
の
絵
と
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
。
藺
文

の
書
か
れ
た
紙
の
一
部
に
原
書
の
絵
に
重
ね
て
ト
レ
ー
ス
し
て
写

し
た
絵
紙
が
張
り
合
わ
さ
れ
て
い
た
。
一
六
五
五
年
と
一
六
二
七

年
（
平
戸
の
松
浦
史
料
博
物
館
）
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
と
比
較

し
て
ス
ペ
ル
に
違
い
が
あ
り
、
原
書
は
も
っ
と
新
し
い
版
で
あ
る

二
つ
。

藺
一
の
断
簡
（
Ｃ
塊
）
と
和
十
四
の
断
簡
（
ス
８
）
は
き
れ
い
に

接
合
で
き
て
蘭
文
の
判
読
が
可
能
と
な
っ
た
。
内
容
は
○
昌
閏
‐

四
ｎ
国
（
白
内
障
）
の
説
明
文
で
あ
る
。
平
戸
の
松
浦
史
料
博
物
館
に

あ
る
き
ｇ
ご
ロ
朋
苛
８
－
〕
言
○
胃
撰
⑦
間
目
ご
毎
口
ロ
日
日
①
島
８
‐
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で
ご
四
目
昌
旦
印
呂
胃
六
四
ョ
閏
・
閏
帰
扁
舟
‐
ｇ
ロ
四
目
貝
，

盲
目
侭
①
目
鼻
ｇ
・
藺
訳
増
補
注
解
］
○
四
口
ロ
○
胃
再
ｍ
目
白
巴
‐

雨
具
冒
々
シ
ョ
異
国
忌
日
弓
酋
．
（
医
薬
宝
函
）
の
○
胃
閏
月
国
の
項

と
一
致
す
る
。
藺
十
一
の
断
簡
（
Ｉ
皿
）
の
卑
閏
厨
旨
日
（
翼
状
片
）

は
断
片
な
の
で
文
章
と
な
ら
な
い
が
、
同
じ
く
医
薬
宝
函
か
ら
の

引
用
で
あ
ろ
う
。
和
十
四
に
は
和
訳
文
の
中
の
カ
タ
ラ
ク
タ
ア
と

プ
テ
リ
キ
ウ
ム
の
次
に
そ
れ
ぞ
れ
説
明
の
た
め
の
小
文
字
の
書
き

込
み
が
あ
る
。

和
十
四
は
、
①
目
閏
目
の
号
国
○
自
著
、
》
弄
昌
呂
乏
①
①
×
四
目
ｇ

Ｑ
関
呂
弓
貝
唱
の
百
画
号
胃
号
且
目
鴨
①
胃
月
旦
穴
（
現
代
の
実
地

医
家
の
た
め
の
新
外
科
問
考
）
を
書
き
写
し
て
翻
訳
し
た
も
の
で

あ
り
、
新
発
見
で
あ
る
事
を
一
昨
年
報
告
し
た
。
こ
の
小
冊
子
は

外
科
の
入
門
書
で
あ
る
。
和
十
四
に
は
蘭
文
と
和
訳
文
が
交
互
に

並
び
、
朱
書
の
書
き
込
み
が
多
く
、
訂
正
の
た
め
の
朱
書
も
多
い

の
で
正
栄
の
若
い
修
行
時
代
の
断
簡
で
あ
ろ
う
か
。
○
日
閏
月
国

の
藺
文
も
小
文
字
の
朱
書
の
書
き
込
み
で
あ
る
。
一
方
和
二
十
八

と
蘭
十
一
１
８
の
和
文
に
は
書
き
込
み
は
な
く
清
書
さ
れ
た
も
の

と
蘭
十
一

で
あ
る
。

大
槻
玄
沢
は
天
明
五
年
（
一
七
八
五
年
）
長
崎
に
遊
学
、
本
木

良
永
宅
に
下
宿
し
ハ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
書
の
翻
訳
の
指
導
を
良
永

や
吉
雄
耕
牛
に
受
け
た
。
下
宿
先
の
若
い
正
栄
と
は
深
い
交
流
が

あ
っ
た
。
正
栄
は
外
科
入
門
書
の
デ
ュ
バ
ウ
ト
の
新
外
科
問
考

を
ウ
ォ
イ
ト
の
医
薬
宝
函
を
使
用
し
て
翻
訳
し
、
さ
ら
に
進
ん
で

本
格
的
な
パ
レ
や
ハ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
書
の
翻
訳
を
し
て
い
た
。

若
い
正
栄
は
玄
沢
と
競
っ
て
ハ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
書
を
翻
訳
し
て

い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。（

長
崎
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
）

（
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
学
部
）


